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分析リポート
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
石
油
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
に
対
す
る
考
察

―
国
内
の
政
策
過
程
と
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
を
め
ぐ
っ
て
―

劉
　
大
煒
・
山
口
健
介

　

二
〇
一
五
年
二
月
、
一
〇
年
間
に
わ

た
り
建
設
さ
れ
て
き
た
中
国
～
ミ
ャ
ン

マ
ー
間
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
試
運

転
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

に
よ
っ
て
、
中
国
さ
ら
に
国
際
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
達
構
造
に
重
要
な
影
響
が

予
想
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
関
連
情
報
は
様
々
な
記
事
や
文

献
に
散
在
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
日
本

語
に
よ
る
研
究
は
極
め
て
限
ら
れ
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
主
に
中
国
内
に
お

け
る
研
究
や
報
道
を
踏
ま
え
て
、
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
を
背
景
に
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
建
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
政
策
過

程
お
よ
び
関
連
す
る
課
題
を
解
明
し
た

い
。

　

第
一
節
で
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設

を
め
ぐ
る
関
係
者
の
利
害
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
の
際
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
達
が
加
速
す
る
な
か
で
、
政
策
現
場

に
近
い
地
方
政
府
や
国
有
石
油
企
業
の

役
割
が
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
中
央
政
府
」
の

み
な
ら
ず
、「
地
方
政
府
」
や
「
国
有

石
油
企
業
」
の
動
き
に
も
配
慮
す
る
。

第
二
節
で
は
、
首
脳
レ
ベ
ル
の
外
交
に

着
目
し
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
の
交

渉
過
程
を
概
説
す
る
。
第
三
節
で
は
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
や
対
ミ
ャ
ン
マ
ー

投
資
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
国
内
の
批

判
の
声
な
ど
を
整
理
す
る
。
第
四
節
は

以
上
の
政
策
過
程
を
ま
と
め
、
近
年
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
中
国
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
投
資
に
つ
い
て
示
唆

を
引
き
出
し
た
い
。

●
な
ぜ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
が

提
起
さ
れ
た
の
か

　

中
国
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
業
務
に
関
す
る
権
限
が
い
く
つ
も
の

政
府
部
門
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、
統

一
的
か
つ
協
調
的
な
政
策
決
定
が
難
し

い
。
こ
の
た
め
、
あ
る
課
題
が
政
策
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
入
っ
て
も
、
強
力
な
支
持

者
や
支
持
団
体
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

政
策
実
施
の
優
先
順
位
は
低
く
な
り
が

ち
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
持
者
や
支

持
団
体
が
不
在
の
場
合
、
政
策
実
施
の

有
無
や
時
期
に
は
不
確
実
性
が
残
る
。

例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
関
す
る

改
革
は
、
二
〇
年
に
渡
り
提
言
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
有
力
な
支
持
者
や
団
体

の
不
在
を
背
景
と
し
て
、
本
格
的
な
改

革
実
施
は
未
だ
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

他
方
、
大
手
国
有
石
油
企
業
の
支
持
を

得
た
「
西せ

い

気き

東と
う

輸ゆ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑴

」

は
、
提
案
後
速
や
か
に
実
施
に
移
さ
れ

た
⑵

。

　

近
年
、
地
元
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
投
資
を
誘
致
す
る
目
的
で
、
国

の
重
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
項
目
の
実
施
を

め
ぐ
っ
て
関
連
す
る
地
方
政
府
が
積
極

的
な
支
持
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
地
方
政
府
と

連
携
し
て
大
手
国
有
企
業
も
積
極
的
な

ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
が
ち
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
過
程
に

お
い
て
、
地
方
政
府
や
国
有
企
業
が
果

た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
ト
レ

ン
ド
が
観
察
さ
れ
る
。

⑴
中
央
政
府
の
戦
略
―
―
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
を
避
け
る

　

中
国
で
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
っ
て

石
油
を
輸
送
す
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念

が
、
長
く
存
在
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、

一
九
九
〇
年
代
に
石
油
の
純
輸
入
国
と

な
っ
て
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
上
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
の
経
済
発
展
の
速
度
を

維
持
し
続
け
る
と
仮
定
す
る
と
、
中
国

の
対
外
石
油
依
存
度
は
二
〇
二
五
年
に

八
〇
％
以
上
に
も
達
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
の

後
期
か
ら
中
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
先

の
多
角
化
戦
略
を
積
極
的
に
推
し
進
め

る
と
と
も
に

⑶
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
経
由

の
シ
ー
レ
ー
ン
へ
の
依
存
低
減
を
図
っ

て
き
た
（
図
１
）。
こ
の
よ
う
な
背
景

で
、
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
間
の
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
が
提
起
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

本
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
着
想
は
、
二
〇
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〇
〇
年
前
後
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
端
は
、
羅
萍
氏
（
当
時
の
発
展
改
革

委
員
会
総
合
運
輸
研
究
所
の
交
通
運
輸

規
制
研
究
室
主
任
）
ら
が
石
油
安
全
保

障
の
研
究
会
に
参
加
し
た
際
に
、
中
国

～
ミ
ャ
ン
マ
ー
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
構
想

を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
は
い

え
、
当
時
は
あ
ま
り
マ
ス
コ
ミ
に
も
報

道
さ
れ
ず
、
中
央
政
府
内
で
も
重
要
視

さ
れ
な
か
っ
た

⑷
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
対
し
て
、
積
極
的
な
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
持
つ
利
害
関
係
者
が
い
な
か
っ

た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
二
〇
〇
四
年
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

計
画
が
再
提
起
さ
れ
る
や
否
や
、
建
設

に
向
け
て
具

体
的
な
動
き

が
生
じ
た
。

以
下
で
、
こ

の
経
緯
を
、

地
方
政
府
と

国
有
石
油
企

業
の
役
割
に

着
目
し
て
整

理
す
る
。

⑵
地
方
政
府

の
要
請

　

中
国
～
ミ

ャ
ン
マ
ー
間

の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
強
力

に
支
持
し
た
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
隣

接
し
、
二
〇
〇
一
年
時
点
で
ミ
ャ
ン
マ

ー
と
の
経
済
業
務
が
対
外
経
済
業
務
の

約
半
分
を
も
占
め
て
い
た
雲
南
省
政
府

で
あ
っ
た

⑸
。
雲
南
省
は
中
国
に
お
い

て
経
済
開
発
が
相
対
的
に
遅
れ
て
い
る

地
域
で
あ
る
。
近
年
で
は
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
と
隣
接
す
る
地
理
を
活
用
し
、
経

済
開
発
の
チ
ャ
ン
ス
を
み
い
だ
そ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
経
済
成
長
に

お
け
る
ひ
と
つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
、

長
距
離
輸
送
で
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
に

も
関
わ
ら
ず
、
華
南
や
西
北
地
方
で
生

産
さ
れ
た
精
製
油
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
二
〇

〇
七
年
末
に
は
、
雲
南
省
は
二
回
の
精

製
油
不
足
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
経
済

活
動
お
よ
び
社
会
生
活
に
大
き
な
悪
影

響
が
生
じ
た
。
仮
に
石
油
・
天
然
ガ
ス

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
下
流
で
製
油
所
が

完
成
す
れ
ば
、
雲
南
省
の
精
製
油
需
要

を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
四

川
省
、
重
慶
市
、
貴
州
省
、
そ
し
て
広

西
省
な
ど
近
隣
省
と
の
取
引
を
も
可
能

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雲
南
省
は
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
つ
な
が
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
建
設
を
通
じ
て
、
中
国
西
南
部
に
お

け
る
石
油
化
学
基
地
と
し
て
の
地
位
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
雲
南
省
は
石
油
の
大
量
導
入

に
よ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
改
善
も

期
待
し
て
い
る
。
雲
南
省
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
構
造
は
、「
西
水
東
火
」
と
し
て
知

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
省
西
部
が
水
力

発
電
に
強
く
依
存
し
て
い
る
一
方
で
、

東
部
は
火
力
発
電
に
依
存
し
て
い
る
。

水
力
発
電
に
強
く
依
存
す
る
西
部
で

は
⑹

、
雨
期
と
乾
期
を
通
じ
て
一
年
の

電
力
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が

難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
貫
通
に
よ
っ
て
導
入

さ
れ
る
天
然
ガ
ス
と
石
油
は
省
西
部
の

電
力
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に
一
定
程

度
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
石
炭
発
電
に
依
存

し
て
き
た
東
部
に
お
い
て
も
、
脱
石
炭

を
通
じ
て
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

⑺
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
緊

密
な
経
済
関
係
を
維
持
し
続
け
て
い
る

雲
南
省
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
に
お
け

る
重
要
な
支
持
者
と
な
っ
た
。
二
〇
〇

四
年
、
雲
南
大
学
の
研
究
者
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建

設
を
提
議
し
た

⑻
。
同
年
、
李
連
仲
氏

（
当
時
の
中
央
政
策
研
究
室
経
済
局

長
）
も
、「
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
戦
略
の
ひ
と
つ
は
南
西
の
輸
入
ル

ー
ト
を
切
り
開
き
、
イ
ン
ド
洋
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
を
経
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
雲
南
省

か
ら
輸
入
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
主
張

し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
雲
南
省
内

で
大
き
な
反
響
を
引
き
起
こ
し
た
。
雲

南
省
の
主
要
な
幹
部
は
関
連
す
る
指
示

を
出
し
た
う
え
に
、
複
数
回
に
わ
た
り

座
談
会
を
開
き
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
の

可
能
性
を
討
議
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇

〇
四
年
八
月
一
五
日
、
曾
培
炎
氏
（
当

時
の
中
央
政
治
局
委
員
・
国
務
院
副
総

理
）
が
雲
南
大
学
の
学
者
が
提
出
し
た

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
～
昆
明
石
油
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
実
行
可
能
性
を
研
究
す
る
建

議
」⑼
に
対
し
て
、「
わ
が
国
の
海
上
石

油
運
輸
の
ル
ー
ト
に
関
し
て
、
発
展
改

革
委
員
会
が
な
ん
ら
か
の
調
査
、
論
証

お
よ
び
比
較
選
択
の
仕
事
を
す
る
よ

う
」
指
示
し
た
。

図1　マラッカ海峡とパイプライン

（出所）　筆者作成。
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中国～ミャンマー石油天然ガスパイプラインの建設に対する考察―国内の政策過程と国際エネルギー調達をめぐって―

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
末
、
雲
南
省

政
府
は
北
京
の
中
央
政
府
に
報
告
書
を

提
出
し
、
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
の
実
施
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
六
年
に
両
会
―
―
中

国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
政
治
協
商
会

議
―
―
が
開
か
れ
た
際
、
人
民
代
表
大

会
に
お
け
る
雲
南
省
の
代
表
九
一
人
が

共
同
で
「
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
お
よ
び
雲
南
省
で

石
油
化
学
基
地
の
建
設
に
関
す
る
雲
南

省
代
表
団
の
建
議
」
を
提
出
し
、
石
油

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
早
期
に
着
工

し
雲
南
省
を
新
た
な
石
油
化
学
基
地
に

転
換
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
二
〇
〇

七
年
一
二
月
二
日
、
雲
南
省
は
中
国
石

油
天
然
ガ
ス
集
団
（China N

ational 
Petroleum

 Corporation

、
以
下
Ｃ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
と
北
京
で
協
議
し
、
双
方
は

雲
南
省
で
化
学
基
地
―
―
製
油
所
（
一

〇
〇
〇
万
ト
ン
／
年
）
お
よ
び
エ
チ
レ

ン
プ
ラ
ン
ト
（
一
〇
〇
万
ト
ン
／
年
）

―
―
の
建
設
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
三
月

の
両
会
期
間
に
は
、
白
恩
培
氏
（
当
時

の
雲
南
省
委
書
記
）
が
「（
雲
南
省

が
）
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
石
油
・
天
然

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
を
積
極
的
に
斡
旋
し
て
い
る
」

と
明
言
し
て
い
る

⑽
。

　

こ
う
し
た
雲
南
省
の
積
極
的
な
活
動

に
対
し
て
、
重
慶
市
は
こ
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
同
市
ま
で
伸
ば
す
こ
と
を
強
く

要
請
し
た
。
こ
れ
は
、
雲
南
省
と
同
様
、

重
慶
市
も
中
国
の
西
南
部
の
石
油
化
学

基
地
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
実
際
、
二
〇
〇
五
年
三
月

に
は
、
重
慶
市
政
府
自
身
も
中
国
石
油

化
工
集
団
公
司
（China Petroleum
 

and Chem
ical Corporation

、
以
下

Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
）
と
共
同
し
て
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

を
敷
設
し
、
雲
南
省
を
経
て
重
慶
市
に

向
か
う
と
い
う
提
案
を
国
務
院
に
提
出

し
て
い
る

⑾
。
最
終
的
に
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
主
導
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
雲
南
省
の
利
益

も
重
慶
市
の
利
益
も
と
も
に
配
慮
さ
れ

た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
と
な
っ
た
。

⑶
大
手
国
有
企
業
の
戦
略

　

次
に
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
め

ぐ
る
大
手
石
油
企
業
の
動
向
を
み
る
。

中
国
で
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
石
油

系
企
業
か
ら
昇
進
し
た
高
官
が
多
く
、

「
石
油
帮
」（
石
油
派
閥
）
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
最
近
の
著
名
な
石
油
閥
高
官

と
し
て
は
、
曾
慶
紅
（
元
国
家
副
主

席
）、
周
永
康
（
前
中
央
政
治
局
常
務

委
員
）、
張
高
麗
（
国
務
院
常
務
副
総

理
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
で
、

三
二
年
間
に
わ
た
っ
て
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
勤

め
て
き
た
周
永
康
氏
（
一
九
八
八
年
か

ら
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
副
総
経
理
、
一
九
九
六
年

か
ら
同
総
経
理
）⑿
は
、
同
社
出
身
の

幹
部
を
多
数
抜
擢
し
、
西
気
東
輸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
も
決
定
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
二
〇
一
三

年
に
発
足
し
た
中
国
新
指
導
部
に
お
い

て
も
、
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
元
幹
部
の
張

高
麗
氏
（
天
津
市
党
委
書
記
）
が
最
高

指
導
部
の
常
務
委
員
七
名
の
う
ち
の
一

人
に
抜
擢
さ
れ
、
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
前

董
事
長
の
蘇
樹
林
氏
（
福
建
省
長
）
が

中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

や
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
と
い
っ
た
国
有
石

油
企
業
が
、
中
国
の
政
策
決
定
に
お
い

て
持
つ
影
響
力
は
殊
の
外
大
き
い
。

　

現
在
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ

は
中
国
陸
上
の
石
油
採
掘
を
支
配
し
て

い
る
。
一
九
九
八
年
、
国
務
院
機
構
改

革
の
な
か
で
、
改
組
さ
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

と
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
が
誕
生
し
て
以
降
、

陸
上
の
石
油
資
源
を
め
ぐ
っ
て
、
長
江

を
境
界
と
し
て
両
者
は
勢
力
範
囲
を
分

け
て
き
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
中
国
の
東
北
、

西
北
、
南
西
部
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の

掘
削
と
加
工
に
従
事
す
る
一
方
、
Ｓ
ｉ

ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
は
華
北
、
華
東
、
華
中
お

よ
び
華
南
部
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
掘

削
と
加
工
に
従
事
し
て
い
る
。
特
に
、

一
九
八
八
年
に
石
油
工
業
部
（
石
油
工

業
省
）
か
ら
改
組
さ
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
、

中
国
の
石
油
最
大
手
と
し
て
中
国
の
大

部
分
の
油
田
を
所
有
し
た
う
え
に
、
中

国
の
お
よ
そ
七
〇
％
の
石
油
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
と
九
〇
％
の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
管
理
し
て
い
る

⒀
。
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

が
開
発
す
る
地
帯
は
石
油
資
源
に
富
む

地
帯
で
あ
り
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
も
含
め

国
内
の
主
要
な
上
流
資
源
が
賦
存
す
る

が
、
主
な
消
費
地
域
と
は
距
離
が
遠
く
、

「
北
油
南
運
（
北
の
製
油
所
か
ら
南
の

消
費
地
へ
輸
送
す
る
）」
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
各
地
方
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
獲
得
や
地
方
の
石
油
化
学
産
業
の
発

展
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
Ｓ

ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
は
激
し
い
競
争
を
行
っ

て
き
た
。
こ
こ
で
、
中
国
中
部
の
湖
北

省
を
例
に
見
て
み
よ
う
。
二
〇
一
〇
年

の
時
点
で
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
の
伝
統
的

な
勢
力
範
囲
で
あ
る
湖
北
省
で
は
、
Ｓ

ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
が
お
よ
そ
七
割
の
精
製

油
を
提
供
し
、
残
り
三
割
が
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

天
然
ガ
ス
は
約
八
割
が
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
よ

っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年

か
ら
、
湖
北
省
で
は
天
然
ガ
ス
の
供
給

不
足
が
度
々
生
じ
た
が
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
湖
北
省
政

府
に
対
し
て
圧
力
を
加
え
、
湖
北
省
の

石
油
市
場
に
お
い
て
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ

と
同
等
の
優
遇
措
置
の
獲
得
を
狙
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る

⒁
。
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同
様
の
競
争
は
、
中
国
の
西
南
部
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
み
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｐ

Ｃ
は
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
の
勢
力
範
囲
で

あ
る
西
南
部
で
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
通
し
て
、
上
流

か
ら
下
流
ま
で
統
合
し
た
石
油
化
学
基

地
を
建
設
し
、
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
の
影

響
力
を
抑
え
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
Ｃ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
パ

イ
プ
ラ
イ
ン

の
建
設
を
積

極
的
に
主
張

し
て
き
た
背

景
で
あ
る
。

　

将
来
的
に

は
、
こ
の
中

国
～
ミ
ャ
ン

マ
ー
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
は
将

来
的
に
は
第

二
西
気
東
輸

パ
イ
プ
ラ
イ

ン
（
広
西
支

線
）
と
接
続

さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
さ

ら
に
、
Ｃ
Ｎ

Ｐ
Ｃ
は
寧
夏

回
族
自
治
区

の
中
衛
市
か

ら
貴
州
省
の
貴
陽
市
ま
で
総
延
長
一
六

一
三
キ
ロ
、
設
計
輸
送
能
力
一
五
〇
億

立
方
メ
ー
ト
ル
／
年
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

を
建
設
し
、
四
川
・
重
慶
天
然
ガ
ス
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
網
に
西
気
東
輸
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
結
び
つ
け
る
大
事
業
も
構
想
し

て
い
る
（
図
２
）。

●
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
交
渉

と
建
設

　

二
〇
〇
四
年
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関

す
る
中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
公
式
な
交

渉
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
当
初
両
国
の

力
点
は
異
な
っ
て
い
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

は
豊
富
な
天
然
ガ
ス
資
源
を
有
し
て
い

る
一
方
、
石
油
資
源
が
豊
富
で
な
い
こ

と
か
ら
、
オ
フ
シ
ョ
ア
の
豊
富
な
天
然

ガ
ス
資
源
を
採
掘
し
、
中
国
に
輸
出
し

て
外
貨
を
獲
得
す
る
こ
と
が
一
義
的
な

目
的
で
あ
り
、
石
油
輸
送
へ
の
関
心
は

低
か
っ
た
。
他
方
、
中
国
は
マ
ラ
ッ

カ
・
ル
ー
ト
へ
の
依
存
を
低
減
さ
せ
る

た
め
に
、
中
東
か
ら
の
石
油
を
ミ
ャ
ン

マ
ー
を
経
て
中
国
に
輸
入
す
る
こ
と
に

力
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
天
然
ガ
ス

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
ほ
か
に
、
石
油
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
も
強
く
要
請
し

た
⒂

。
こ
う
し
た
食
い
違
い
か
ら
、
当

初
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
中
国
の
計
画
に
躊
躇

し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
当

時
、
イ
ン
ド
や
韓
国
も
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
持
ち
か
け
て
お
り
、

中
国
に
と
っ
て
潜
在
的
な
競
争
相
手
と

な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
中
国
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対

す
る
大
量
の
投
資
お
よ
び
欧
米
か
ら
の

経
済
制
裁
に
鑑
み
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

最
終
的
に
は
中
国
の
計
画
を
選
択
し
、

中
国
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
決
定
し
た

⒃
。
こ
の
決
定
を
支

え
た
の
は
、
他
で
も
な
い
中
国
共
産
党

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
の
強
い
政
治

的
結
束
で
あ
っ
た

⒄
。
二
〇
〇
五
年
七

月
、
中
国
の
国
家
発
展
改
革
委
員
会

（
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
、
以
下
発
改
委
と
略
称
す

る
）
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

は
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
協
力
覚
書
に

署
名
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
大
メ
コ

ン
地
域
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
協
力
会
議
の
指
導

者
会
議
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
再
び
中
国

に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
協
力
強

化
を
求
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
発
改

委
は
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｃ
の

研
究
成
果
報
告
を
何
度
も
聴
取
し
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
は
政
策
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
入
っ
た

⒅
。

　

二
〇
〇
六
年
一
月
、
ソ
ー
・
ウ
ィ
ン

首
相
が
中
国
を
訪
問
し
て
い
る
間
に
、

両
国
は
天
然
ガ
ス
の
貿
易
覚
書
に
署
名

し
た
。
こ
の
な
か
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
中
国
の
雲
南
省
昆
明
市
ま
で
、
天
然

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
こ
と

が
明
確
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
同
年

四
月
、
中
国
の
発
改
委
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ー
か
ら
昆
明
市
ま
で
の

石
油
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
を
正
式
に
批

准
し
た
。
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
九
日
、

両
国
は
石
油
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
建
設
に
最
終
的
な
合
意
を
得
た
。
さ

ら
に
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

図２　石油と天然ガスのパイプライン

（出所）　筆者作成。
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とM
yanm

ar O
il and Gas Enter-

prise

（
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
）が
、
石
油
・
天
然

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
フ
ィ
ー
ジ

ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
作
業
実
施
に
合

意
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か

け
て
は
、
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
常

務
委
員
の
九
人
の
う
ち
、
李
長
春
、
習

近
平
、
温
家
宝
の
三
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
訪
問
し
た

⒆
。
二
〇
〇
九
年
三
月
二

六
日
、
李
長
春
氏
は
テ
ィ
ン
・
ア
ウ

ン
・
ミ
ン
・
ウ
ー
氏
（
和
平
・
発
展
委

員
会
、
第
一
秘
書
）
と
、「
中
国
～
ミ

ャ
ン
マ
ー
石
油
と

天
然
ガ
ス
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
建
設
に

関
す
る
政
府
協

議
」
に
共
同
署
名

し
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

建
設
に
責
任
を
負

う
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
さ
ら
に
六
月

一
六
日
、
両
国
は

「
中
国
～
ミ
ャ
ン

マ
ー
石
油
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
開
発
、

運
営
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
覚
書
」

に
署
名
し
た
。
一

二
月
二
〇
日
に
は
、

習
近
平
副
主
席
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
タ
ン

シ
ュ
エ
将
軍
を
訪
問
し
た
。
こ
う
し
た

政
治
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
一
連
の
努
力
の

結
果
、
一
二
月
に
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
「
中
国
～
ミ
ャ

ン
マ
ー
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る

権
利
と
義
務
協
議
」
に
署
名
し
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
建
設
と
運
営
に
つ
い
て
Ｃ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
子
会
社
で
あ
る
東
南
亜
管
道

有
限
公
司
が
担
う
権
利
と
義
務
な
ど
を

明
確
に
規
定
し
た

⒇
。
二
〇
一
〇
年
六

月
三
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
し
て
い

た
中
国
の
温
家
宝
総
理
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
は
天
然
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
水
力
発
電
、
鉄
道
、

国
境
貿
易
な
ど
一
五
分
野
で
の
協
力
協

定
に
調
印
し
た
う
え
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
着
工
式
に
参
加
し
た
。
そ
の
後
、

Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
は
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
建
設
と
運
営
に
関
し
て
、
株
式
の

シ
ェ
ア
等
も
含
め
（
表
１
）、
一
連
の

取
り
決
め
に
合
同
で
署
名
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
着
工
さ

れ
た
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
二

〇
一
三
年
七
月
後
半
か
ら
試
験
的
に
ガ

ス
供
給
を
開
始
し
、
一
一
月
に
は
本
格

的
に
稼
働
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
石
油

に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
五
年
一
月
三
〇

日
に
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
試
験
操
業
が

開
始
さ
れ
た
。
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
と
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
西
海
岸
の
ラ
カ
イ
ン
州
マ

デ
イ
島
と
チ
ャ
ウ
ピ
ュ
ー
を
起
点
と
し

て
、
雲
南
省
瑞
麗
市
か
ら
中
国
内
に
至

る
。
貴
州
省
安
順
市
ま
で
は
二
つ
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
が
並
行
し
て
い
る
が
、
天

然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
安
順
市
か
ら

貴
州
省
を
経
て
広
西
省
に
向
か
う
の
に

対
し
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
安
順
市

か
ら
貴
州
省
を
経
由
し
て
重
慶
市
に
向

か
う
（
図
２
）。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設

に
と
も
な
い
、
雲
南
省
昆
明
（
安
寧
）

市
と
重
慶
市
に
そ
れ
ぞ
れ
年
間
処
理
能

力
一
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
製
油
所
が
建
設

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
マ
デ

イ
島
に
石
油
埠
頭
と
貯
蔵
施
設
な
ど
を

建
設
し
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
通
過
す
る

中
部
の
マ
ン
ダ
レ
ー
近
郊
で
は
製
油
所

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
石
油
の
主
な
輸

入
先
は
中
東
で
、
天
然
ガ
ス
は
主
に
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
近
海
天
然
ガ
ス
田
に
よ
っ

て
供
給
さ
れ
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側

も
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
年
間
天
然
ガ
ス

二
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
石
油
二
〇
万

ト
ン
を
取
得
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
か
ら
み

ら
れ
る
問
題
点

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
ひ
い
て
は
こ

れ
ま
で
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
投
資
の
あ
り

方
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
国
内
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
専
門
家
を
中
心
に
、
反
対
や
反
省

す
る
声
も
小
さ
く
な
い
。
第
一
に
、
国

益
の
観
点
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
地
方
政
府
と
国
有
石
油
企
業
を

支
持
者
と
し
て
推
し
進
め
ら
れ
た
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
、
ど
れ
ほ
ど
結
果
的
に
国

益
に
資
す
る
か
は
未
知
数
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を

通
過
す
る
シ
ー
レ
ー
ン
が
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
は

い
え
、
数
十
億
ド
ル
を
費
や
し
て
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
疑
う
声
は
当
初
よ
り
存
在
し
た
。
ま

た
、「
万
が
一
、
シ
ー
レ
ー
ン
を
襲
う

規
模
の
戦
争
が
起
こ
っ
た
場
合
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
～
中
国
間
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も

襲
撃
の
対
象
に
な
る
は
ず
」
と
い
う
専

門
家
の
指
摘
も
あ
る

�
。

　

ま
た
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
計
画

さ
れ
て
い
る
年
間
二
二
〇
〇
万
ト
ン
の

石
油
輸
入
量
の
意
義
も
問
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
に
中
国
が
輸
入

し
た
三
億
一
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
石
油
輸

入
量
と
比
較
す
る
と
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

に
よ
る
輸
入
量
は
そ
の
一
割
に
も
満
た

な
い
。
今
後
も
中
国
の
石
油
輸
入
は
右

肩
上
が
り
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
た
石
油

輸
入
が
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
シ
ー
レ
ー
ン
へ

の
実
質
的
な
依
存
低
減
に
は
つ
な
が
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
西
南
地

表１　パイプラインの運営に関して各国が有するシェア（％）
国 中国 ミャンマー 韓国 インド

株式のシェア
天然ガス 50.9 7.4 29.2 12.5

石油 50.9 49.1

（出所）　筆者作成。
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区
の
消
費
能
力
や
製
油
能
力
を
考
え
た

時
、
今
後
の
需
要
増
加
を
踏
ま
え
て
尚
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
有
効
利
用
に
は
疑
問

の
余
地
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
将
来
的
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

を
運
営
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
心
配
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
中
国
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
対
す
る
投
資
は
短
期
的
な
経
済

利
益
を
優
先
し
、
自
然
環
境
へ
の
影
響

に
対
す
る
配
慮
が
不
足
し
て
い
る
場
合

も
あ
っ
た
。
結
果
、
地
元
住
民
の
強
い

不
満
が
累
積
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

例
え
ば
、
二
〇
一
二
年
、
ザ
ガ
イ
ン
管

区
の
レ
パ
ダ
ウ
ン
銅
山
拡
張
に
反
対
す

る
デ
モ
で
は
、
暴
動
化
し
た
結
果
、
重

軽
傷
者
を
出
し
た
。
ま
た
、
総
工
費
三

六
億
米
ド
ル
の
ミ
ッ
ソ
ン
水
力
発
電
ダ

ム
建
設
を
め
ぐ
っ
て
、
反
対
す
る
声
も

非
常
に
大
き
い
。
発
電
所
が
完
成
し
て

稼
動
を
始
め
れ
ば
そ
の
電
力
の
九
〇
％

は
中
国
へ
送
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

建
設
は
二
〇
一
一
年
に
中
断
さ
れ
た
。

こ
の
際
、
中
国
投
資
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
地
元
住
民
が
潤
わ
な
い
こ
と
が
問

題
視
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
地
元
へ
の

不
十
分
な
配
慮
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民

政
移
管
以
降
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
を
実
際
に
運
用
す
る
に
あ

た
り
致
命
的
な
リ
ス
ク
要
因
と
な
り
か

ね
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
中
国
企
業
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
利
益
を
軽
視
し
て
き

た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
建
設
を
担
当
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

は
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を

重
視
し
、
二
〇
一
三
年
五
月
ま
で
に
Ｃ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
お
よ
び
関
連
す
る
会
社
は
す
で

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
近

く
の
資
金
を
投
入
し
て
、
学
校
四
三
校
、

幼
稚
園
二
カ
所
、
病
院
三
カ
所
、
医
療

救
助
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
二
一
カ
所
、
マ
デ

イ
島
ダ
ム
の
建
設
、
ア
ラ
カ
ン
州
の
送

電
ラ
イ
ン
な
ど
の
工
事
を
支
援
・
建
設

し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

の
最
大
の
問
題
は
、
具
体
的
な
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
任
せ

て
い
る
た
め
に
、
多
く
の
学
校
と
病
院

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
と
は
遠
く
離

れ
た
と
こ
ろ
で
建
設
さ
れ
、
実
際
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
多
く
の
悪
影
響
を
受

け
た
地
区
は
あ
ま
り
経
済
的
な
恩
恵
を

受
け
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
中
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
経

済
外
交
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
上

層
路
線
」
が
す
で
に
行
き
詰
ま
り
に
達

し
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
建
設
は
ひ
と
つ
の
政
治
的
ケ
ー

ス
で
あ
り
、
上
層
の
政
治
家
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
て
き
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
中
国
で
は
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
と
同
様
に
、

戦
略
資
源
を
確
保
す
る
た
め
対
外
援
助

を
一
段
と
強
化
し
た
�

。
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
も
、
一
九
八
八
年
の
軍
事
ク
ー
デ
タ

ー
以
降
、
中
国
の
影
響
力
が
急
速
に
大

き
く
な
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
欧

米
か
ら
制
裁
を
受
け
批
判
を
浴
び
る
な

か
、
中
国
政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政

権
を
支
持
し
続
け
密
接
な
関
係
を
作
り

上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
政
治

的
な
信
頼
関
係
を
前
提
に
し
て
―
―
時

に
は
地
元
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
う
こ

と
す
ら
覚
悟
の
う
え
で
―
―
中
国
の
大

手
企
業
は
電
力
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
様
々
な
分
野
で
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
投

資
戦
略
を
進
め
て
き
た

�
。

　

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
お
け
る
民
政
移
管
を
経
て
、
こ
れ

ま
で
の
投
資
戦
略
に
変
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
中
国
共
産
党
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

軍
と
の
信
頼
関
係
の
み
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
よ
り
自
律
的
に
投
資
会
社
が
地

元
と
の
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
点
は
、
ミ
ッ
ソ
ン
ダ
ム
の
事
例
を
経

て
よ
り
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
の
、
企
業
と
地
元
と
の
関
係
構

築
は
未
だ
手
探
り
の
状
態
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
各
企
業
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
こ
な
か
っ
た
分
野
だ
け
に
、
今
後
の

対
ミ
ャ
ン
マ
ー
投
資
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

と
も
な
り
か
ね
な
い
。
と
り
わ
け
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
よ
う
に
、
地
理
的
に
広

範
囲
に
わ
た
る
事
業
で
は
、
こ
う
し
た

問
題
が
顕
在
化
し
や
す
い
こ
と
に
注
意

し
た
い
。

●
ま
と
め
と
示
唆

　

本
稿
で
は
、
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
が
実
施
さ
れ
る
に
至

る
国
内
政
策
過
程
を
、
地
方
政
府
（
雲

南
省
）
お
よ
び
国
有
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
の
連
携
に
着
目
し
な
が

ら
分
析
し
た
。
国
の
戦
略
、
地
方
の
利

益
、
企
業
の
利
益
が
織
り
込
ま
れ
る
な

か
、
中
国
～
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
は
運
用
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
二
〇
〇

〇
年
代
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
、
す
で
に
着
想
さ
れ
て
い
た

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
で
あ
る
が
、
こ
の

政
策
が
具
体
的
に
動
き
出
し
た
の
は
雲

南
省
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
働
き
か

け
が
端
緒
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
動
き
が
、
中
国
共
産
党
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
の
「
上
層
」
の

つ
な
が
り
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
建
設
の
実
現
に
至
っ
た
と
結
論

付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
課
題
も
少
な
く
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
上
の
意
義
に
加
え
、
民
主
化

以
降
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
国
民
融
和

へ
の
配
慮
や
、
地
元
へ
の
環
境
社
会
面

で
の
配
慮
が
十
分
で
な
い
な
ど
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
る
。
二
〇
一
五
年
現
在
、
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パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
運
用
に
こ
ぎ
着
け
た

も
の
の
、
今
後
本
格
的
な
運
用
を
通
じ

て
所
期
の
目
的
―
―
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
シ

ー
レ
ー
ン
へ
の
依
存
低
減
を
通
じ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
―
―
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
超
え
る
べ
き
課
題
も
多
い

と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
今
回
の
事
例
を
通
し
て
、
中

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
過
程
に
お
け
る

新
た
な
潮
流
が
示
唆
さ
れ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
決
定
過
程
に
お
い
て
、
地

方
政
府
や
国
有
石
油
企
業
の
役
割
が
大

き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
央
政
府
が
政

策
を
決
定
し
政
策
の
実
施
を
地
方
に
任

せ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
多
く
み
ら
れ
て

き
た
政
策
過
程
の
パ
タ
ー
ン
と
は
異
な

り
、
地
方
政
府
と
大
手
国
有
石
油
企
業

は
積
極
的
に
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
を
求
め
て
、
一
定
の
程
度
で
発
案
者

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
中
国
で
は
、

民
間
資
本
と
外
資
の
不
足
を
補
う
た
め
、

中
央
企
業
の
強
大
な
資
本
を
借
り
て
、

省
経
済
を
潤
す
こ
と
が
各
地
方
政
府
の

「
戦
略
的
な
選
択
」
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
事
例
で
は
、
雲
南
省
と
Ｃ
Ｎ
Ｐ

Ｃ
の
連
携
が
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
連
携

は
今
後
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど

に
益
々
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ

れ
る
。

　

他
方
、
政
策
決
定
に
お
け
る
石
油
企

業
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
同

時
に
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
執
行

す
る
と
期
待
さ
れ
る
国
有
石
油
企
業
が

自
社
の
利
益
を
よ
り
重
要
視
す
る
こ
と

を
今
回
の
事
例
は
示
唆
す
る
。
こ
う
し

た
社
益
追
求
が
国
益
に
も
と
る
こ
と
も

あ
り
得
る
。
例
え
ば
、
中
国
国
内
の
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
の
開
発
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｎ

Ｐ
Ｃ
は
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
国
の
開

発
政
策
と
の
調
整
は
必
ず
し
も
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
海
外
投
資
に
関

し
て
最
近
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ど
大
手
国
有
石

油
企
業
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
摘
発
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
分
断
化
さ

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
決
定
過
程
の
な

か
で

�
、
台
頭
し
つ
つ
あ
る
地
方
政
府

や
国
有
石
油
企
業
の
利
益
を
国
益
と
ど

う
調
整
す
る
か
は
難
し
い
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
中
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
投

資
・
外
交
に
お
い
て
最
近
観
察
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
二
つ
の
興
味
深
い
変

化
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
第
一
の
変
化

は
、
地
元
の
環
境
配
慮
・
貧
困
削
減
・

社
会
開
発
と
結
び
付
け
る
た
め
に
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
投
資
す
る
中
国
の
大
手
企

業
に
対
す
る
規
制
を
強
め
る
こ
と
で
あ

る
�

。
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
貧
困

削
減
と
地
元
の
発
展
を
重
視
す
る
（
交

通
、
教
育
、
医
療
衛
生
、
飲
用
水
な
ど

の
）
援
助
戦
略
の
重
要
性
が
近
年
叫
ば

れ
て
い
る
。
第
二
の
変
化
は
中
国
共
産

党
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
民
主
化
勢
力
と
の
接
近

で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
、

ス
ー
・
チ
ー
氏
は
中
国
を
訪
問
し
て
お

り
、
六
月
一
一
日
習
近
平
国
家
主
席
と

の
会
見
で
は
、
習
主
席
が
「
ミ
ャ
ン
マ

ー
国
民
が
公
正
か
つ
理
性
的
に
中
国
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
協
力
を
み
る
よ
う
」
に

述
べ
て
、
ス
ー
・
チ
ー
氏
へ
の
期
待
を

示
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
レ
ベ
ル
の
交

流
の
ほ
か
に
、
中
国
政
府
は
観
光
や
、

留
学
な
ど
の
方
式
を
通
じ
て
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
各
界
と
積
極
的
に
交
流
の
幅
を

広
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

お
け
る
中
華
系
商
人
・
実
業
家
の
経
済
、

文
化
、
政
治
な
ど
の
領
域
で
の
台
頭
を

も
支
持
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
が
、
第
三
節
で
み
た

第
二
お
よ
び
第
三
点
目
の
問
題
点
と
呼

応
し
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
「
上
層
路
線
」
方
式
を
補

完
し
て
、
中
国
が
投
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
派

お
よ
び
民
間
か
ら
の
圧
力
を
軽
減
さ
せ

る
効
果
が
あ
ろ
う
。
一
一
月
の
総
選
挙

を
経
て
、
ど
の
方
向
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

権
が
向
か
う
と
し
て
も
、
中
国
か
ら
の

投
資
戦
略
は
一
定
程
度
適
応
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
第
一
点
目
の

国
益
と
省
益
・
社
益
の
調
整
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
抜
本
的
な
打
開
策
を
見
出

す
こ
と
が
現
段
階
で
は
難
し
く
、
引
き

続
き
調
整
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
今
後
は
ア
ジ
ア
イ
ン
フ

ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
等
新
た
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
も
念
頭
に
入
れ
、
中

国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資

の
「
量
」
だ
け
で
な
く
、
そ
の
「
質
」

に
も
着
目
し
て
事
例
分
析
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
。

（
り
ゅ
う　

だ
い
い
／
東
京
大
学
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
研
究
員
、

や
ま
ぐ
ち　

け
ん
す
け
／
チ
ュ
ラ
ロ
ン

コ
ン
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
客
員
研

究
員
）
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。
ま
た
、

政
策
シ
ン
ク
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お

よ
び
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
か
ら
資
金
援

助
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
所
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）
か
ら
デ
ー
タ
提

供
な
ど
を
通
じ
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。



アジ研ワールド・トレンド No.241（2015. 11）　　42

《
注
》

⑴�
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気
東
輸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
建
設
し
て
主
に
中
国
の

西
部
に
集
中
す
る
ガ
ス
田
の
天
然
ガ

ス
を
、
大
き
な
需
要
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持
っ
て
い
る

東
部
沿
岸
地
域
に
輸
送
す
る
国
レ
ベ

ル
の
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
三
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
施
さ
れ
、
広
州
や
香
港
ま
で
天
然

ガ
ス
を
送
っ
て
い
る
。
主
要
供
給
源

は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
そ
し
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
天

然
ガ
ス
で
あ
る
。
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